
JV-Campus: 

「日本語教育パッケージ」について

⼤津友美（東京外国語⼤学）



日本語教育パッケージで実現したいこと

オンラインを活用し、アカデミック

日本語、ビジネス日本語の教育を提供

海外の大学生の日本留学、就職につなげる

日本に興味を持ってくれている海外

の大学生が日本で活躍できるように

日本語の知識・スキルの学習に貢献
日本語レベル、技能・言語知識、学習目的等、学習

者のニーズに応じて多様な講座・教材を提供



大学生が日本語を学習する目的
1 アニメ・マンガ・J-POP・ファッ

ション等への興味
76.7%

2 日本語そのものへの興味 75.4%

3 日本への留学 69.0%

4 歴史・文学・芸術等への関心 67.4%

5 将来の仕事・就職 67.5%

アカデミック日本語、ビジネス日本語学習の機会が必要

国際交流基金（2020）「海外の日本語教育の現状ー2018年度日本語教育機関調査より」26頁
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/dl/survey2018/all.pdf



東京外国語大学・東洋大学によりパッケージ作成チームを結成

東京外国語大学
大津 友美 JV-Campus運営委員会委員・学長特別補佐
伊東 克洋 大学院国際日本学研究院 講師 
鈴木 美加 大学院国際日本学研究院 教授 

東洋大学
髙橋 一男 国際学部 教授 副学長、国際教育センター長
牛窪 隆太 国際教育センター 准教授 
陳秀茵 国際教育センター 講師 
アンドレエフ・ アントン 国際教育センター 契約制日本語講師
中野 てい子 国際教育センター 契約制日本語講師
北川 幸子 国際教育センター 契約制日本語講師



日本語教育パッケージ

・掲載コンテンツ：29件

・参加大学：7大学1機関
東京外国語大学、国際大
学、東洋大学、筑波大学、
京都大学、関西大学、昭
和女子大学、日本放送協
会国際放送局







日本語教育パッケージを通じたコース・教材提供

①ハイブリッド型コース

「オンデマンド教材で学ぶ日本語講座」

2023春講座、2023秋講座の2回開催

②オンデマンド型学習教材

オンデマンド型のビデオ講義シリーズ

“An Overview of the Japanese Language”

（2021年度制作、視聴者773名）

“An Overview of the Japanese Society”

（2022年度制作、視聴者388名）

東京外国語⼤学開発



オンデマンド教材で学ぶ日本語講座の整備 

教材サイト（登録なしでご覧いただけます）
https://jplang.tufs.ac.jp/ 

講座の詳細
http://www.tufs.ac.jp/documents/social_international/open-
academy/online-jpclass/OAJ2023spring_syllabus_ondemand.pdf

2023年4月スタート

東京外国語⼤学開発



オンデマンド教材で学ぶ日本語講座の概要 

コース名
JPLANG

学習範囲

トータル

学習期間

ライブレッスンの

回数
定員 料金

初級1 1～7課

14週

（約4か月）

90分×4回

（約4週間に1回）
各クラス15
人

有料
初級2 8～14課

初中級1 15～21課

初中級２ 22～28課

ライブレッスンで
は話すことを中心
に練習



オンデマンド型のビデオ講義シリーズ（2023年度）
An Overview of the Japanese literature and art

対象
すべての日本語学習者

目的
日本文学・美術への理解を深める
日本文学・美術に関する言葉を
学習する

構成
英語による約30分の講義、全6回
どの回から始めても良い

東京外国語⼤学開発



講義の例
1）Tales of ISE（伊勢物語）

2）Skull Travelogue（野ざらし紀行）

3）Renewing the Poetic World of the Classics in Traditional 
Waka Poetry

キーワード（日本語）の導入により、コンセプトの学習に合わせて
日本語の語彙学習もできる



オンライン日本語教育・学習コンテンツについての検討委員会

＜趣旨＞

大学の海外拠点のほか、国際交流基金（JF）、日本学生支援機構

（JASSO）と連携・協力し、オールジャパンとして海外でどのよう

な日本語教育コンテンツが求められているのかなどの実情を把握し、

留学希望者の増加やコンテンツの有効活用に資する。

＜委員会の構成＞
4大学2機関
（国際交流基金、日本学生支援機構、東京外国語大学、筑波大学、

東洋大学、大阪大学）



検討委員会の今後

・海外へのヒアリング、アンケート調査および集計（7～10月）
海外におけるオンライン学習・教材の実情把握
地域ごとのニーズ特性の調査
日本の大学に期待されるコンテンツや効果的な広報の検討等

・調査結果報告書の共有（11月）

ご清聴ありがとうございました。

オールジャパンで学習者に有用なコンテンツの開発
日本語教育の充実による日本留学の促進

→


